
国 語 ＊４学年と５学年の漢字の指導に当たっては、新学習指導要領の「学年別漢字配当表」によ
り行う。現行学習指導要領と同様に、読みについては配当されている学年で読めるように
指導し、書きについては２学年間で確実に書き、使えるように指導する。

○４学年：都道府県に用いる漢字２５字が追加。２３字が他学年に移行。

・新規追加２０字（茨、媛、岡、潟、岐、熊、香、佐、埼、崎、滋、鹿、縄、井、沖、栃、
奈、梨、阪、阜）

・５学年から移行４字（賀、群、徳、富） ・６学年から移行１字（城）
※５学年へ移行２１字（囲、紀、喜、救、型、航、告、殺、士、史、象、賞、貯、停、堂、
得、毒、費、粉、脈、歴）

※６学年へ移行２字（胃、腸）
○５学年：４学年から２１字が移行。４，６学年へ１３字が移行。

・４学年から移行２１字（囲、紀、喜、救、型、航、告、殺、士、史、象、賞、貯、停、
堂、得、毒、費、粉、脈、歴）
※４学年へ移行４字（賀、群、徳、富）
※６学年へ移行９字（恩、券、承、舌、銭、退、敵、俵、預）

社 会 ○３学年：現行学習指導要領の３学年及び４学年の指導内容のうち、次の内容を指導する。
・自分たちの住んでいる身近な地域や市（区、町、村）
・地域の人々の生産や販売
・地域社会における災害及び事故の防止
※災害の選択肢「火災、風水害、地震など」の中から「火災」を取り上げ、自然災害
は取り上げない。

・古くから残る暮らしにかかわる道具、それを使っていたころの暮らしの様子
○５学年：「我が国の位置と領土」については、新学習指導要領の５学年の「世界における
我が国の国土の位置、国土の構成、領土の範囲」に基づき指導することとし、新学習指
導要領の内容の取扱いを適用する。

算 数 ○３学年：「量と測定」に「メートル法〔接頭語（キロ（ｋ）やミリ（ｍ））についても触
れる〕」を追加。

○４学年：「量と測定」に「メートル法（面積の単位とこれまでに学習した単位との関係を
考察する）」、「数と計算」に「小数を用いた倍（新学習指導要領Ａ(4)ア(ｱ)）」、「数量関
係」に「簡単な割合（新学習指導要領Ｃ(2)ア(ｱ)）」を追加。

○５学年：「量と測定」に「メートル法（体積の単位とこれまでに学習した単位との関係を
考察する）」、「速さ（新学習指導要領Ｃ(2)ア(ｱ)）」を追加。「数と計算」の「分数の計算
（分数×整数、分数÷整数）」を省略。

理 科 ○４学年：「光電池の働き」を省略。
○５学年：「水中の小さな生物」を省略。
○６学年：「電気による発熱」を省略。

外国語 ○３，４学年：〔知識・技能〕英語の音声やリズムなどに慣れ親しむとともに、日本語との
活 動 違いを知り、言葉の面白さや豊かさに気付くこと、〔思考力・判断力・表現力等〕言語活

動に関する事項（聞くこと、話すこと）については、必ず取り扱う。
※言語活動に関する事項については、新学習指導要領第４章第２の２(３)①を参照。

○５，６学年：〔知識・技能〕音声、活字体の大文字と小文字、文（代名詞のうち、I, you
he, sheなどの基本的なもの／動名詞や過去形のうち、活用頻度の高い基本的なもの）及
び文構造、〔思考力・判断力・表現力等〕言語活動に関する事項（読むこと、書くこと）
については、現行学習指導要領の外国語活動の内容に加えて必ず取り扱う。
※言語活動に関する事項については、新学習指導要領第２章第１０節第２の２(３)①を
参照。

生活、音楽、図画工作、家庭、体育：全部又は一部について新学習指導要領によることができる。

学校教育係 2019年度（平成３１年度）の教育課程の編成に向けて②

2019年度に係る小学校の移行措置についてまとめました。小学校は、来年度が移行措置最終年度になり
ます。指導内容の欠落や重複が生じることがないよう各項目について再度確認し、新学習指導要領への円

滑な移行ができるように準備をお願いします。

小学校
引き続き、各主任を中心に

計画的に準備しましょう。

算数では、2019年度に現行学習指導要領に追加して指導する内容の一部について、
補助教材が３月に配布される予定です。追加内容の「メートル法」は、補助教材には

含まれていませんので、教科書会社の資料等を参考にしてください。

外国語活動の年間指導計画については、文部科学省新教材ダウンロード専用サイト

にある「移行期間における学習内容例」を参考にしてください。


